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る．http://www.osaka-monorail.co.jp/baika/
平成27年 5 月より，日本家政学会・服飾史服飾美学部会の部会長を務
める．

1．はじめに

　₁₉世紀末のイギリスは余暇の時代を迎え，海水浴，ク
ロッケー，スケート，ローンテニスやサイクリングとい
うスポーツを生み出した．これまで，サイクリングに関
しては，自転車の構造上から女性が自転車に乗りやすい
ブルーマースタイルが一部の進歩的な女性たちの間で流
行したことが知られている．筆者はこれまでスポーツの
なかでもローンテニスに着目し，また，女子教育とかか
わりの深いホッケーの装いについて研究している．
　ヴィクトリア朝後期には新しい生活習慣が誕生し，女
性の生き方も大きく変容した．なかでも₁₈₉₀年代に登場
した「新しい女」は，中産階級の男性を読者層に多くも
つパンチ誌に非難の対象としてたびたび風刺画が取り上
げられた（図 ₁）₁）．右の女性はマスキュリンなテーラー
ド・スーツを着用し，テニスラケットを持っている．イ
ギリス紳士よりも身長が高く描かれたこの新しいタイプ
の女性は，高等教育へ進学する者や，男勝りなスポーツ
をする者と結びつけられたのである．実際，₂₀世紀初頭，
女子カレッジでのスポーツはエリート女子の象徴にも
なっていく．
　一方，₁₉世紀末といえば，日本では明治時代にあたる．
日本においてもこの時期は女学校創設期である．この時
期にキリスト教主義の女学校ではスポーツの対抗試合が
実施されている．イギリスの女子教育と同じような過程
を日本の女学校も辿っているのである．
　今回，筆者が所属する服飾史・服飾美学部会では，日
本の女学校創設期当時の貴重服飾資料の現状を調査する
こととした．これまで各女子大学が保管してきた服飾資

料を記録，保存しなければならないと考えたからである．
　そこで，本稿では第一に，₁₉世紀末ヴィクトリア朝の
スポーツの流行とその装いについて紹介する．第二に，
₁₈₇₈年に開設された梅花女学校創設期の貴重服飾資料の
現状について述べる．最後に，服飾史・服飾美学部会が
これから新たに取り組もうと試みている「女学校創設期
における服飾に関する貴重資料保管の現状調査とその情
報分析・発信」に関する活動を紹介する．

2．ヴィクトリア朝後期のスポーツの流行とその装い

　ヴィクトリア朝における服飾は，女性の生き方を表象
する役割を担い，当時の女性観を考察する重要な手立て
となる．ヴィクトリア朝後期にはその前期と比べ，帝国
主義政策の影響やレジャー，スポーツの流行により，ラ
イフスタイルや女性の生き方が大きく変容を遂げた₂）．な
かでも産業革命の恩恵を受けた新しいスポーツが誕生し
た．その代表がローンテニスや，サイクリングであった．
新しいスポーツは，新しい道具の登場とともに男性だけ
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図 1 ．『世紀末のヒーロー』：
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でなく女性にまで流行し，新聞や雑誌でその様子が紹介
され，人々の憧れのスポーツとなっていく．科学技術の
進歩によりゴムが改良され，ゴム製ボールやゴム底
シューズ等のスポーツ道具の品質も安定し，テニス道具
セットの価格も比較的手に入れやすいものとなり，ロー
ンテニスが₁₈₈₀年代を中心とした流行に至る（図 ₂）₃）．
そして，₁₈₈₈年の自転車の改良の成功により，サイクリ
ングがブームになり，女性がこれらのスポーツに参加し
だすようになる₄）．図 ₃ は『女性の権利』と題されたイ
ラストレイティッド・ロンドン・ニュースの挿絵であ
る₅）．新しい女とスポーツと男女同権がイメージとして
結びつけられている．
　ヴィクトリア社会においては，慎み深く，かよわい女
性が理想とされ，女性がスポーツをすることは当初は思
いもよらないことであったが，₁₉世紀末には，家族ぐる
みで楽しめるスポーツが容認され，しだいに女性が積極
的に自らスポーツを楽しみだすようになる．当時の
ファッションは，バッスルとコルセットという女性の身
体を極端に締めつける衣服であった．当時流行したバッ
スルスタイルのドレスが『グラフィック』Graphicに掲
載されている（図 ₄）₆）．₁₉世紀をとおして，女性はス
ポーツを楽しむときでさえ，コルセットを用いたドレス
を装った．その過程の中で，スポーツをする際，動きや
すい衣服が望まれるようになり，衣服に機能性が考慮さ
れはじめる．

　女性がスポーツを楽しみはじめた₁₈₇₀年代に流行した
娯楽として挙げられるのはクロッケーで，図 ₅は，『グラ
フィック』₁₈₇₀年 ₆ 月 ₄ 日号を飾る挿絵である．クロッ
ケーパーティは，スポーツの場というより，男女の出会
いの場とされており，この挿絵からもその様子が窺える．
左から ₂番目の少女のファッションは，「ホワイトサテン
のシンプルなコスチュームで，パニエでふくらんだス

図 2 ．ローンテニスの道具の広告
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カートにはブルーのちょう結びでトリミングされている」
と紹介されている₇）．その装いは社交パーティにふさわ
しい盛装であった．
　『ガールズ・オウン・ペーパー』では，₁₈₈₂年₁₀月 ₇日
号において，「どのようにローンテニスをやるのか」とい
う記事で新しいスポーツであるローンテニスを詳細に紹
介している（図 ₆）₈）．女性がテニスを楽しむ方法を雑誌

で紹介したことは，女性がスポーツをすることを社会が
公認したことを意味している．それでも男性は，女性に
レディとしてスポーツすることを望んだが，女性はしだ
いにスポーツそのものを楽しむようになっていく．
　₁₉世紀後半のイギリスにおけるスポーツの流行は，
₁₈₈₀年代のイギリスの健康志向の流れとともに，女子中

図 4 ．バッスルスタイルのドレス
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等教育学校と女子高等教育学校のスポーツ熱とも大きく
関係していく₉）．
　実際，ヴィクトリア朝後期にはエリート女子校のカリ
キュラムにスポーツが取り入れられていく．₁₈₅₄年に開
校したチェルトナム・レディーズ・カレッジは，₁₈₇₅年
にテニスを導入する．₁₈₉₀年代になるとホッケーを取り
入れるが，校長であったドロシア・ビールが，レディに
得点を競う競技スポーツはふさわしくないと対外試合は
禁止したという₁₀）．
　学校教育の場でも取り入れられたローンテニスは，女
子スポーツのなかでも特筆すべき点が多い．当初は男女
が出会う場であるガーデンパーティとして楽しまれたた
め，その装いもファッショナブルなドレスであった（図
₇）．チェルトナム・レディーズ・カレッジにおいても，
初期には特別な装いではなく，日常着でテニスを楽しん
だ．₂₀世紀初頭には，女子の教育機関では，ホッケーの
装いと類似した白いユニフォームが着用されるように
なっていった（図 ₈）．テニスは，ヴィクトリア朝のス
ポーツのなかで，もっとも優雅でレディらしいスポーツ
と認識されていたが，学校教育の場においてはプレイ人
数に限界があり，団体競技には不向きとされ，このテニ
スに代わるように登場するのが団体競技ホッケーであっ
た．
　ニューナム・カレッジとガートン・カレッジは，女子
高等教育機関としてスポーツを積極的に取り上げた学校
として有名である．ヴィクトリア朝期に女学校に取り入
れられた主なスポーツとしては，体操，ローンテニス，
ホッケーが挙げられる．体操は身体の鍛錬のために導入
され，初期には「美容体操」という名称でカリキュラム
に組み込まれた．ローンテニスはテニスコートが確保で
きる広ささと，テニス道具さえあれば導入できるスポー
ツとして，学校教育にも導入されていった．ホッケーは
男性スポーツの代表として流行したが，₁₉世紀末，女学
校の団体競技として導入されるようになり，₂₀世紀初頭
には女子のスポーツ熱の象徴的存在となっていく₁₁）．
　ヴィクトリア朝期の理想的な女性像としてイメージさ
れる慎み深くかよわい女性と，スポーツというアグレッ
シブな活動とは相いれない事柄であり，男性はもちろん
のこと，母親世代の女性からも快く受け入れられたとは
言い難かった．そのような社会状況のなか，女子教育に
おいて，₁₉世紀後半に身体教育が導入される上で，レ
ディらしいスポーツとしてのテニスは，エリート女子校
を標榜する学校と，生徒の保護者双方にとっても受け入
れやすいスポーツであった．一方，男勝りのスポーツと
して認識されたホッケーは，レディらしくない，積極的
な女性が楽しむスポーツとして，男性と肩を並べるイ
メージゆえに，エリート女子教育の育成に活用されて

いった．
　たとえば，₁₈₇₅年に設立された学業重視型の学校であ
るノリッチ・ハイ・スクールにおいてホッケーが登場し
たのが₁₈₉₈年頃で，ホッケーチームが₁₉₀₁年 ₃ 月に対抗
試合をしたことが紹介されている₁₂）．そこには，応援歌
も同時に掲載されており，ホッケー熱が伝わってくる．
チームは，色のついたブラウス，長いスカート，白いベ
ルト，白いスカーフをネクタイ風に結んだ装いであった
（図 ₉）₁₃）．
　また，ニューナム・カレッジでのスポーツは，ローン

図 7 ．テニスの装い
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図 8 ．テニスのユニフォーム
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テニスがもっともはやく人気となり，₁₈₇₈年にテニスク
ラブが作られている．しかし，₁₈₉₄年までには，ホッ
ケーが主要なスポーツになったとされている₁₄）．初期の
女子カレッジホッケーチームは，「白いブラウスとスカー
レットのキャップ帽とネクタイとネイビーブルーのサー
ジのスカート」をチームの服として採用していた₁₅）．図
₁₀は₁₈₈₉年のホッケーチームの写真である₁₆）．女子カ
レッジ生は，白い色で統一されたハイネック（中列右端
はセーラーカラー）のブラウス，濃い色のロング丈のス
カートを着用し，₁₂名のうち ₆名はネクタイを着用して
いる．₁₈₈₉年の時点では，お揃いのキャップ帽を着用し
ていることがわかるが，帽子の着用はルールで禁止され
ることになる．
　ガートン・カレッジは，₁₈₉₅年に他のいくつかのカ
レッジとともにオール・イングランド・ウーマンズ・
ホッケー・アソシエーションのメンバーになっている．
『ガートン・レヴュー』において，ホッケーへの関心は他
のどんなスポーツよりも広いスペースが占められていた．
試合を観戦する場合もプレイする場合もその熱狂ぶりは

明らかで，ニューナム・カレッジとの対抗試合では
「ビート・ニューナム　ホッケー・ソング」が謳われ
た₁₇）．また，「ガートン・カレッジ・ホッケー・ソング」
においては，「スカーレットのシャツを着た私たちのプレ
イヤー．ホッケーキャップとショートブルースカート」₁₈）

というホッケーのユニフォームに関する言葉が組み込ま
れ，ユニフォームが愛校心を強化するものとして用いら
れている．ホッケーが₁₉₀₀年前後に学校の誇りをかけた，
なくてはならないスポーツとなっていったのである．
　女子教育改革の象徴ともいえるスポーツであるホッ
ケーは，団体競技としての教育効果を期待したもので，
女学校とチームへの帰属意識，団結心，競争心という，
新しい感覚を女子生徒と女子カレッジ生にもたらした．
このホッケーを中核とした団体競技のユニフォームのカ
ラーやネクタイの柄が，エリート女学校のシンボルとし
て定着していき，学校の誇りを表象する制服へと発展し
ていった．セントレナルズ校の校長を務めたジェイン・
フランシス・ダブは，ホッケーなどの「男らしい」イ
メージのスポーツを称賛しているが，女子に向かないス
ポーツとして，フットボールを挙げている₁₉）．女子教育
改革者といえども，足で蹴るという動作はジェンダーの
壁であった．男勝りなスポーツに傾倒する女学生に対し
て，「ジェントルマンのようにプレイして，レディらしく
振舞いなさい」₂₀）という言葉を残したことからも，ホッ
ケーをはじめとする団体競技の対抗試合において，レ
ディとしての誇りを忘れることなく，学校の名誉をかけ
て闘ったことがわかる．
　₁₉世紀末イギリスにおけるスポーツの流行とその装い
の概略をみてきたが，この時期のスポーツは，比較的裕
福な中産階級の女性にまでスポーツを楽しむ門戸を開い
た．そこには，社交パーティとしての男女の出会いの場
が必要であったという社会的事情があったのだが，それ
を契機に女性のスポーツ参加が公認され，学校教育の場
に取り入れられるようになっていったのである．活動的
なスポーツには，機能性のある衣服が必要であるという
ことから，女性の装いもスポーツをする際には，比較的
シンプルなものに変化していった．イギリス女子教育の
現場においては，その装いがやがて制服へと結びついて
いくことになる．

3．梅花女学校創設期のスポーツの取り組み

　前章では₁₉世紀末イギリスにおける女子教育の現場で，
スポーツが授業科目として取り上げられた過程を解説し
たが，同時期にアメリカの女子教育の現場でもスポーツ
が取り入れられていた．その現場に立ち合った成瀬仁蔵
が，スポーツを日本の女子教育に導入していくのである．
　₁₈₇₈年（明治₁₁年）に，澤山保羅，協力者成瀬仁蔵ほ

図 9 ．N.H.S. Hockey Team (1901)

図10．Newnham college Hockey Team (1898)



か教会信徒有志らにより，キリスト教主義を建学の精神
とする梅花女学校が大阪・土佐堀裏町₁₀番地に開校され
た．当時，神戸，京都にはすでにアメリカン・ボードと
しての援助で運営されるミッション・スクールが開校さ
れていたが，大阪ではまだ塾の段階に留まっていた．そ
れを日本人の資金で建てられた自給の女学校として設立
された学校が梅花女学校である．自給の女学校の成立は，
日本のキリスト教会のみならず，世界の伝道地において
画期的な出来事であり，伝道地の教会が建てた本格的な
学校としては世界最初といわれている₂₁）．
　梅花女学校の₁₈₇₈年という設立時期は，イギリスの女
子教育においても₁₈₇₀年代以降に女子パブリック・ス
クールの興隆が盛んになることと比較しても，かなり早
い設立時期である．
　今回強調したい点は，梅花女学校が日本の女子教育に
おけるバスケットボール発祥の地と考えられることであ
る．バスケットボールは日本における女子スポーツに
とって重要な位置づけにあるスポーツである．これは，
日本の女子教育がアメリカのそれの影響を大きく受けて
いることと関係する．₁₉世紀末イギリス女子教育におい
ては，バスケットボールを導入している例は見当たらず，
今後，日本の女子教育に導入された経緯を再調査するこ
とは重要であろう．
　梅花女学校のバスケットボールは，₁₈₉₀年から₁₈₉₄年
に校長を務めた成瀬仁蔵によって広められたとされてい
る．現在の梅花学園のホームページにおいて，₁₉₀₉年に
女学生のバスケットボール対抗試合が現神戸女学院と実
施された記念写真が公開されている（図₁₁）．その写真で
は，梅花女学生は着物と袴を装い，左胸にアルファベッ
トの ＇B＇ がアップリケされている．
　これは明らかに対抗試合のためのスポーツの装いであ
り，梅花学園創設期において，スポーツウエアの萌芽で
ある装いが女学生に着用されていた．それに加え，₁₉₀₀
年頃に女学生に人気であった筒袖を採用していることが
わかる．また，他の写真では，着物と袴でテニスを楽し
む姿が認められる（図₁₂）．運動会の日には，当時の普段
着である着物と袴姿で綱引きをしていることも明らかと
なっている（図₁₃）．
　同時期，東京女子高等師範学校では，アメリカ留学を
終えて帰国した井口あぐりにより，アメリカ式体操服が
制定され，日本女子大学校でも洋服を採用し，東京名物
の同校の運動会で洋服姿のデルサートが紹介された₂₂）．
しかし，多くの地方の女学校では，たすき掛けで和服の
袖をおさえたり，袴の裾をひもでしめてブルマー風にす
るなどの工夫をして学校体育を行っていたとされてい
る₂₃）．梅花女学校においても，この時期は特別な体操服
は着用されていない．すなわち，身体鍛錬のための特別

な運動服ではなく，スポーツウエアの萌芽としての普段
着を活用した装いが，女学生に装われていたといえる．
　以上が，筆者がこれまで取り組んできた研究の概要で
ある．ヴィクトリア朝後期における女性スポーツ服の研
究に長年にわたり携わり，イギリスの女性の生き方が大
きく変容していく₁₈₈₀年代に関心を持ってきた．その筆
者が₁₈₇₈年開学の梅花女子大学に勤務することとなり，
創設期の貴重な資料と遭遇したとき，日本の女子教育に
おいても，イギリスと類似する過程をとおってきたのだ
という事実を目の当たりにし，とても感慨深い思いで

図11．バスケットボール対抗試合（1909年）

梅花女学校×神戸女学院（梅花学園資料室蔵）

図12．1919年　テニスミックスダブルス対抗試合

梅花女学校×神戸女学院（梅花学園資料室蔵）

図13．つなひき（梅花学園資料室蔵）



あった．本稿で解説してきた₁₉世紀末イギリスのスポー
ツの流行，とりわけ女子教育現場におけるテニスの導入
に着目すると，梅花女学校におけるそれに類似点を見出
すのは容易であろう．イギリスにおいては，テニスはレ
ディのスポーツであり，ヴィクトリア朝の女性規範を逸
脱するものではなく，当初はファッショナブルな装いで
プレイが楽しまれた．日本においても，着物と袴という
女学生スタイルでプレイされており，テニスが社会階層
の問題を孕んだスポーツであったことが読み取れる．こ
れは，₁₉世紀末から₂₀世紀初頭の女子教育といえば，ま
だ，一部の女子のステイタスシンボルとして機能してい
たからといえる．女学生であること，テニスを楽しめる
こと，それは，当時の少女たちの憧れであったに違いな
い．したがって，その装いも運動機能性を重視した体操
服ではなく，おしゃれな装いである必要があった．

4．服飾史・服飾美学部会の今後の方向性

　筆者は梅花女学校創設期のバスケットの対抗試合の記
念写真と出合い，イギリスの女子教育と日本の女子教育
の双方が創設期にスポーツを取り入れていったことを知
り，今後は，日本の女子のスポーツ教育とその装いにつ
いて研究していきたいと考えている．₁₈₈₀年代のイギリ
ス女子教育におけるスポーツ，とりわけテニスにおいて
は，レディらしいスポーツであったため，おしゃれな装
いでプレイを楽しんだ．また，₂₀世紀初頭の日本におけ
る女子教育においても，同じようにスポーツが導入され，
着物と袴という女学生スタイルで，テニス，バスケット
ボールからつなひきまで女学生たちは，装いとスポーツ
の両方を楽しんだ．このような服飾史・服飾美学研究に
おいては価値の高い記念写真が，現在，各大学に埋もれ
てしまいつつある．
　服飾史・服飾美学は，被服を総合的にとらえ，服飾を
とおして人間の営みと，そこに表象された心情を明らか
にしていく立場をとっている．その研究のための貴重な
文献や遺品が引き継がれてこそ，研究が成り立つ．ヴィ
クトリア朝後期の女子スポーツ服を研究するにあたり，
遺品の重要性を再認識し，日本の女子大学の現状を振り
返ったとき，女学校創設期の貴重資料が，保存場所や人
材の問題で，消滅していくのではないかと危惧している．
そこで，服飾史・服飾美学部会では創設期の女学生の制
服の遺品や写真等を何らかの形で記録に残す方法を模索
中である．
　その第一歩として，女子大学所属の部会員が多数を占
める服飾史・服飾美学部会の特徴を生かしたテーマ「女
学校創設期における服飾に関する貴重資料保管の現状調
査と，その情報分析・発信」の共同研究が計画されてい
る．第一段階の取り組みとしては，文化遺産ともいえる

女学校創設期の服飾資料が，各女子大学でどのような状
態にあるのかを，大学ごとに順次報告していくこととし
た．
　最終的には，資料のデジタアルアーカイブ化を可能と
するシステムを新構築し，資料の散在，消失を防ぎ，さ
らには資料の保存だけにとどまらず，日本における服飾
史・女子教育分野の研究に活用できるよう，ホームペー
ジ等を利用して情報発信することをめざしている．しか
しながら現段階では，各大学が所蔵する資料の著作権等
の問題を解決しなければならない．そういった環境のな
かでも，貴重な女学校創設時の服飾資料を後世に伝える
ことが，被服研究者の使命であると考えている．
　₁₉世紀末のイギリスでは，新しい進歩的な生き方をす
る女性が「新しい女」と揶揄され，批判的な目を向けら
れることも少なくなかったが，女子の進学熱が高まり，
女子教育の現場でスポーツが導入されるようになり，活
動的な女性が社会に少しずつ認知されるようになって
いった．女性がスポーツを楽しむことで，新しい身体観
が生み出され，衣服にも機能的な要素が付加されていく
ようになり，スポーツを楽しむための装いも登場するよ
うになっていく．同じような過程が日本の女学校でも
あったことを，当時の貴重な服飾資料から知ることがで
きたとき，人間の営みの歴史を服飾から読み解くことが
できることの面白さを感じずにはいられなかった．
　服飾史・服飾美学部会の今後の取り組みが，日本の女
学校創設期の貴重服飾資料の保存につながることを祈念
してやまない．
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